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＜別紙２ 障害者グループホーム版＞ 

第三者評価結果 

 

Ⅰ 福祉サービスの基本方針と組織（共通評価Ⅰ－１～４） 

努力、工夫していること 

（取組の状況を具体的に記入） 

課題と考えていること 

（課題の状況を具体的に記入） 

（Ⅰ-1 理念・基本方針） 

法人の掲げる「2つの理念と１１の基本方針」を

入社時に学び、「職員ハンドブック」も所持して

います。職員は利用者の声を聴き、出来る限り希

望に沿う形でのサービス提供を目指し、毎月のホ

ーム会議（職員会議）では、サービス向上に向け

た支援内容を話し合い取り組んでいます。 

利用者への支援は「理念及び基本方針」に沿った

内容で取り組まれていますが、ホーム内（リビン

グ・事務室など）に理念などサービス目標の掲示

がありません。利用者に対し同じ支援対応が取れ

るよう、理念・目標の掲示と全職員の理解と実践

を課題としています。 

（Ⅰ-2 経営状況の把握） 

所長会議では月次決算に基づきホームの経営状

況を把握し、稼働率やショートステイ利用状況な

どを検討し、収支改善に取り組んでいます。世話

人は法人が実施するエリア連絡会に毎月交代で

参加し、経営や介護サービスの課題について意見

交換し、ケーススタディで学びあいます。 

 

 

（Ⅰ-3 事業計画の策定） 

理念や基本方針を体して中長期計画を法人とし

て策定しています。ホームの事業計画は、法人の

方針に沿うと共に、現場の常勤・非常勤職員から

アンケートや要望を記載したメモなど、様々なや

り方で意向を掌握し計画に盛り込み作成してい

ます。半期ごとに振り返りを行っています。 

 

 

（Ⅰ-4 福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組） 

定められた評価基準に基づいて、年に１回以上自

己評価を行うと共に、第三者評価を定期的に受審

するなど、質の向上に向け組織的な取り組みをし

ています。また、毎月の職員会議で利用者一人ひ

とりの生活支援について見直し、人格を尊重した

支援に努めています。 

利用者へのサービス内容に対する考え方に職員

間でバラツキがあることが課題となっています。

支援内容が、職員個々の価値基準で実施されるこ

とがあり、利用者に対しホームとして統一したサ

ービスの実施を課題としています。 

 

 

Ⅱ 組織の運営管理（共通評価Ⅱ－１～４） 

努力、工夫していること 

（取組の状況を具体的に記入） 

課題と考えていること 

（課題の状況を具体的に記入） 
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（Ⅱ-1 管理者の責任とリーダーシップ） 

ホームにおいては所長が運営規定に明記された

管理者の任務を果たしています。本年 4月に新所

長が着任し、職員の人員配置を適正に行うなど、

サービス支援の強化に向け取り組むと共に、順守

すべき法令などを職員に周知し、経営の健全化に

注力しています。 

管理者はホーム会議などを通して世話人をはじ

めとして職員と良くコミュニケーションを図る

よう努めています。今後、職員の意見を反映した

サービス支援の強化と均質な支援に向け、非常勤

職員との面談時間や会話量を増やすことを課題

としています。 

（Ⅱ-2 福祉人材の確保・育成） 

職員は入社後法人の年間研修計画に基づき、一人

ひとり階層別研修や職種別研修、テーマ別研修を

受講し、3年目には資格取得を目指します。新任

の非常勤職員に対しては、法人のマニュアルに基

づいた研修と共に、ホームでは OJT により支援

の基本を実践的に指導し育成しています。 

法人の研修計画は整備され充実していますが、勤

務体制の都合などで受講できないことがあり、課

題となっています。また、非常勤職員に対する研

修機会が少なく、育成の在り方を課題としていま

す。 

（Ⅱ-3 運営の透明性の確保） 

運営の透明性を確保するための情報公開が行わ

れています。法人のホームページには理念や基本

方針、ミッションを明示し、事業報告、計画、決

算報告などを公開しています。ホームへの入居の

際は運営規定と重要事項説明書を丁寧に説明し、

ホームの廊下にも掲示しています。 

 

 

（Ⅱ-4 地域との交流、地域貢献） 

自治会に加入しています。地域のイベントや祭り

の案内が来ています。ホームが新設されて 2年経

過しましたが、今年はコロナの影響もあり、ホー

ムとして地域社会との交流は出来ていません。時

折、隣接の住民が農地でできた野菜を届けてくれ

たりして交流しています。 

ホームとして地域社会との交流が少ないことが

課題であることを認識しています。今秋にホーム

で芋煮会を計画しています。コロナ禍ですが行事

のやり方を工夫して、近隣の住民たちを招待し、

地元との交流の第一歩とする案を検討していま

す。 

 

Ⅲ 適切な福祉サービスの実施 

Ⅲ-１ 利用者本位の福祉サービス（共通評価Ⅲ－１－（１）～（５）） 

努力、工夫していること 

（取組の状況を具体的に記入） 

課題と考えていること 

（課題の状況を具体的に記入） 

（Ⅲ-1-(1)利用者を尊重する姿勢の明示） 

「職員倫理行動要領」に示された「利用者さんの

人格を尊重⋯⋯」を基本として『利用者中心の支援』

を実践しています。呼称は「さん」付けを基本と

し、居室へは利用者の許可なく立ち入りません。

職員に問題行動が見えた時は職員会議で話し合

い、利用者への配慮ある行動を学んでいます。 
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（Ⅲ-1-(2)福祉サービスの提供に関する説明と同意(自己決定）） 

半期に一度、個別支援計画会議を実施して利用者

ごとに支援内容を見直し「支援計画書」を作成し

ています。利用者の状況に変化があれば都度実施

し、見直しに当たっては利用者の自己決定を大事

にしています。見学や体験入所などの希望にも積

極的に対応しています。 

 

 

（Ⅲ-1-(3)利用者満足の向上） 

昨年 8月からホーム内での様々な生活ルールは、

フロアごとに「利用者ミーティング」を実施し、

利用者自身が自主的に決め生活しています。調整

役として世話人が参加しています。また、毎週日

曜日の夕食は利用者がリクエストした食事を職

員が作り提供し利用者は大変楽しみにしていま

す。 

 

 

（Ⅲ-1-(4)利用者が意見等を述べやすい体制の確保） 

職員は日々、利用者が相談しやすく意見を述べや

すいよう配慮し適切な相談対応と、意見の傾聴に

努めています。法人では「苦情解決マニュアル」

を整備し職員に周知し、利用者や家族には「重要

事項説明書」の中で『苦情解決委員会』や『サー

ビス適正化委員会・あしすと』を紹介しています。 

ホーム内にも『あしすと』などを記載した文書を

掲示していますが、A4 サイズの書面を掲示して

いる為、文字が小さく見づらい状況です。見やす

い表示にすることが課題としてあげられていま

す。 

 

（Ⅲ-1-(5)安心・安全な福祉サービスの提供のための組織的な取組） 

感染症対策、特に直近の新コロナ対策には万全を

期し、手洗い、マスクの管理はもとより、室内の

消毒に留意しています、ソーシャルディスタンス

確保のため、リビングでの食事は２班に分け、対

面を避ける席の配置にしています。防災訓練は年

2回、夜間を想定した訓練も実施しています。 

震度７の地震を想定した訓練で、利用者は避難訓

練をし、当日非番の職員は安否確認訓練をしてい

ます。ホーム新設から２年経過しましたが、災害

用備蓄品の用意がなく、課題としています。また

緊急時に車対応が必要な際、対応できない職員シ

フトになっていることがあり課題としています。 

 

Ⅲ-２ 福祉サービスの質の確保（共通評価Ⅲ－２－（１）～（３）） 

努力、工夫していること 

（取組の状況を具体的に記入） 

課題と考えていること 

（課題の状況を具体的に記入） 

（Ⅲ-2-(1)提供する福祉サービスの標準的な実施方法の確立） 

夜勤者のルーティーン、調理場面で留意すべきこ

と、時系列で記した具体的支援方法など、個々の

支援内容や場面ごとのマニュアル化を進めてい

ます。また運営法人の支援マニュアルをベース

に、利用者全員が受給者証・計画相談に合った日

常生活を送れるよう支援しています。 

利用者ごとのマニュアルの整備及び情報共有が

進んでいますので、個別のマニュアルの共通項を

標準的な実施方法として確立させていくことが

期待されます。 
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（Ⅲ-2-(2)適切なアセスメントによる福祉サービス実施計画の策定） 

事業所独自の個別支援計画書を作成し、「あなた

の夢」「あなたの役割」など利用者がイメージしや

すい項目欄を作っています。面談の中で利用者が

自ら書くこともあります。策定した計画は家族に

も確認をとっています。半年に一度モニタリング

を行っています。 

 

 

（Ⅲ-2-(3)福祉サービス実施の適切な記録） 

記録用ソフトウェアを導入し、利用者個々の朝・

日中・夕方・夜間の日別記録を複数の支援者が記

載していけるようにしています。事務日誌は隣接

するホームと共通の様式を整備し、ホーム別連絡

欄や、事務連絡と分けて記載できる「ニヤリ・ヒ

ヤリ」欄など工夫しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ-１ 利用者の尊重と権利擁護（内容評価 A－１－（１）、（２）） 

努力、工夫していること 

（取組の状況を具体的に記入） 

課題と考えていること 

（課題の状況を具体的に記入） 

（Ａ-1-(1)自己決定の尊重） 

毎月一回フロアごとに利用者ミーティングを開

き、ホーム内での様々な生活ルールを利用者自

身が自主的に決めて生活するようにしていま

す。世話人はこの会議にオブザーバーとして参

加しています。支援内容は利用者の立場に立っ

て組み立てていますが、本人の意思を尊重した

支援について職員間でばらつきが生じないよ

う、一日三回職員の交代時に申し送りを行い、

支援の方向性を確認しています。 

 

 

（Ａ-1-(2)権利侵害の防止等） 

居室に入るときは必ず利用者からの同意を得て

複数の職員で入室するなど、細かくルールを定

めて対応しています。研修やOJTに加え、虐待

防止の注意事項などを各職員に周知徹底してい

ます。利用者との距離が近すぎることが権利の
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侵害に結び付かぬよう、職員の言動に注意し、

利用者からの声に耳を傾けています。 

 

 

Ａ-２ 生活支援（内容評価 A－２－（１）～（８）） 

努力、工夫していること 

（取組の状況を具体的に記入） 

課題と考えていること 

（課題の状況を具体的に記入） 

（Ａ-2-(1)支援の基本） 

日中活動の施設の利用が週 1～3 日の利用者も

いるため、24時間職員が常駐し、昼食も提供し

ています。夜間の緊急時にも対応できるよう、

フロアごとに同性職員が宿直を担当していま

す。利用者の無駄なストレスを避けるため、風

呂や洗濯など一日のタイムスケジュールが利用

者同士で重なり合わないように調整していま

す。部屋の片づけや掃除は、利用者が日中活動

のない日に、同性職員が声掛けをして手伝って

います。 

 

 

（Ａ-2-(2)日常的な生活支援） 

食材は業者からの提供ですが、職員に調理師免

許を持っている者がいるため、時に味付けを変

えるなどひと手間加えて提供しています。週一

回利用者が普段食べられないものを注文する日

を設け、職員が作っています。現在はコロナ禍

にあるため、自室で食事をとったり、時間をず

らして食べたりすることも可能になっていま

す。排泄ケアに力を入れ、申し送りをきちんと

して支援が必要な利用者に対応しています。 

 

 

（Ａ-2-(3)生活環境） 

医療関係者と連携しながら、生活環境を整備し

ています。季節の変わり目など温度変化に利用

者が弱いことに配慮して、部屋も廊下も一定の

温度にしています。一階は車いすの利用者や高

齢の利用者がいるため、バリアフリー対応にし

ており、トイレは両フロアとも一ヶ所が車いす

用です。コロナ禍の現在は食卓などのアルコー

ル消毒を頻繁に行い、共有スペースの清潔さの

維持に努めています。 

 

 

（Ａ-2-(4)機能訓練・生活訓練） 

事業所の就労移行支援や生活介護、病院のデイ

 

 



6 

 

ケアなど個々の利用者に合ったプログラムを実

施しています。利用者同士の関係も考慮し、楽

しく日中活動ができるよう、二つの事業所を組

み合わせた利用も行っています。身体に障害が

ある利用者は訪問リハビリを利用しています。

毎月一回事業所内にマシンを持ち込んでトレー

ナーの下で運動プログラムを行う「トランスフ

ィットネス」も実施しています。 

（Ａ-2-(5)健康管理・医療的な支援） 

事業所を巡回する看護師が、利用者の健康相談

にのっています。また二週間に一回薬剤師も訪

問し、現在の状況に服薬内容が合っているかど

うか確認しています。薬剤師は臨時の対応も行

っています。薬は自分で管理できる利用者を除

き、事務所で一部または全部を預かってお薬カ

レンダーに入れ、誤薬を防止しています。メン

タルトレーニングの一環として、看護師が「ヒ

ーリングタッチ」というセラピーを実施してい

ます。 

 

 

（Ａ-2-(6)社会参加、学習支援） 

通院などの帰りに組み込んだり、個別に外出日

を設けたりして、希望する外出先に一ヶ月に一

回程度職員と出かけています。夏祭りなどの参

加希望もありましたが、今年はコロナで行事自

体が中止になっています。コロナ禍収束後を見

据え、障害福祉サービス受給者証の取得を支援

しました。現在外出ヘルパーとのマッチングの

準備を行っています。 

 

 

（Ａ-2-(7)地域生活への移行と地域生活の支援） 

地域生活への移行を希望する利用者が 2 名お

り、たばこなど嗜好品を節約して移行にかかる

初期費用を確保できるよう支援を行っていま

す。利用者の自立度が高い系列のホームがすぐ

隣にあり、当ホームの職員が兼務して一体的に

運営に当たっているので、地域移行を段階的に

進めるのに利用したいと考えています。 
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（Ａ-2-(8)家族等との連携・交流と家族支援） 

本人との関係が良い家族とはまめに連絡し、不

安を払拭しています。特に金銭管理の報告につ

いては、内訳や領収書類のコピーなどを送り、

不明朗な部分がないようにしています。また、

毎月本人の様子を書面で報告しています。家族

会は系列の日中活動事業所で年に 3回開催して

おり、その事業所に通っていない利用者の家族

も参加できるようになっています。 
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その他特記事項：第三者評価機関として今後、特に課題として取り組みを期待したい事項 

（※特記する事項がない場合は無記入） 

評価対象 

・分類 

・項目 
第三者評価機関からのコメント 

（ Ⅰ -1 

理念・基

本方針） 

 

取り組みを期

待したい事項 

理念や行動綱領マニュアルの周知が期待されます 

 

理由 

ホームの運営に於いて、理念の掲示や行動綱領マニュアルの用意がされ

ていません。入職時研修で伝えるだけでなく、理念や行動綱領などを非

常勤職員も含めた職員会議や研修で取り上げることで、支援の基本が浸

透して、職員一人ひとりが理念等に沿って利用者支援を行うことが期待

されます。 

（ Ⅰ -4 

福 祉 サ ー

ビ ス の 質

の 向 上 へ

の組織的・

計 画 的 な

取組） 

 

取り組みを期

待したい事項 
職員間の支援の方向性の一致が期待されます 

理由 

利用者への支援内容が職員個々の価値基準で実施されることがあり、ホ

ームでは統一したサービスの実施を課題と考えています。現在月一回の

支援会議では、個々の利用者の支援について丁寧な意見交換を行い、議

事を詳細に記録に残しています。会議に出席できなかった職員も後日閲

覧することで、考え方のすり合わせがさらに進んでいくことが期待され

ます。 

 

取り組みを期

待したい事項 
 

理由 
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第三者評価機関コメント 利用者調査の結果 

項目 コメント 

利用者調査で確認できた

こと 

（※次の調査方法のうち

該当するものに○印を記

入） 

〇①ヒアリング調査（本

人） 

②ヒアリング調査（家族） 

③観察調査 

＜ヒアリング対象者＞ 

利用者本人 3名（男性 2 名、女性 1 名） 

 

＜ヒアリングの方法＞ 

当日利用者がいなかったショートステイ用の居室に一人ずつ来てもらい 

調査員 2人で聞き取りました。 

 

＜ヒアリングの内容＞ 

・スタッフは丁寧な言葉と態度で接してくれます。 

・スタッフは部屋に入るときにノックします。話は部屋の入り口でします。 

・うるさい人や感情的になる人がいるので、相談して対応してもらってい

ます。 

・旅行に行きたいという目標を聞いてくれています。 

・一人暮らしを考えています。所長は応援してくれています。 

・お金の管理はあんしんセンターにお願いしています。 

・お金は自分で管理しています。 

・ホームに来て、ミサンガ作り、水泳のコーチなど楽しい思い出ができま

した。 

・スタッフ以外には、友達、兄弟、親戚、病院の人などに相談しています。 

・病院に付き添ってくれたおかげで、悪い病気が発見でき、手術で無事治

りました。 

・喘息の発作が起こった時に、救急搬送の手配をしてくれました。 

・休日は音楽、テレビ、読書を楽しんでいます。買い物に付き添ってくれ

ることもあります。 

・スタッフは親切です。一生懸命にやってくれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


